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進路システムを知ろう
将来の夢実現のために、できるだけ早いうちから目標を定めて対策を取ることが大切で

す。自分が将来、どのような職に就きたいのか、そのためにはどのような進路に進むべき
なのかをしっかりと調べましょう。

現況の進路のシステムの概要は次の通りです。
（進学）

(１ )大学入試
①一般選抜・・・以前は一般入試と呼ばれていた入試

・国公立大学は、１月中旬の共通テストと、２月下旬からの二次試験による総合
判断で合否が決まります。

・私立大学は、１月下旬から３月中旬にかけて実施される個別試験(３教科型また
は２教科以下型)での選考が中心になります。

・私立大学でも、共通テストを利用できる受験方式を採用している学校が多くあ
ります。

②学校推薦型選抜：公募制推薦
・国公立大学の公募制推薦は専願であり、合格すれば必ず入学しなければなりま

せん。９月の校内推薦会議で認められた人だけが出願できますが、各大学の出
願条件はかなり厳しいです。成績、出欠状況、課外活動、取得資格、人物など
を総合判定します。

・国公立大学の公募制推薦は、共通テストを課す大学が多いです。共通テストが
課されない場合でも、面接、小論文、筆記試験が試験科目の大学が多く、いず
れにせよかなりの学力が求められます。

・私立大学の公募制推薦は、高校で認められれば出願できます。11～12月に実施
され、併願可能の大学も多いですが、一般選抜に比べ、合格ラインはかなり高
くなります。多くの大学が、学力試験を課します。

③学校推薦型選抜：指定校推薦
・私立大学が、特定の高校を指定して実施する選抜方法です。出願希望者は９月

の校内選考会で推薦されれば、出願することができます。選考は、３年間の学
習成績、出欠状況、特別活動、生活態度、人物など総合的に判断します。

・明石高校に対して、どの大学のどの学部・学科から指定校推薦枠をいただける
のかは９月の上旬に判明します。昨年までは指定校のあった大学が今年はなく
なったというケースはよくあります。昨年の指定校一覧は進路指導室で見るこ
とができますので、必要な人は進路指導室に来てください。

・指定校入試は書類と面接試験だけの大学が多いですが、合格後に入学前課題を
課す大学が増えています。また大学では、入学後４年間の指定校入学者の追跡
調査を実施しています。指定校で入学した学生が、入学後に成績不振であった
り、大学が望むような学生でなかったりした場合は、明石高校への指定校が無
くなることもあります。指定校推薦を希望する人は、母校の後輩への大きな責
任を負うという自覚を持ってください。

④学校推薦型選抜：特別選抜
・スポーツや文化活動で顕著な実績のある生徒の選抜方法です。大学によって推

薦基準や条件が違いますので、顧問や担任の先生と早く相談してください。
⑤総合型選抜

・従来「ＡＯ入試(アドミッションオフィス入試)」や「自己推薦入試」と呼ばれ
ていた選抜方法です。国公立大学、私立大学ともに実施しています。ほとんど
の大学が専願です。

・書類、面接、小論文、課題、研究発表など、大学によってさまざまな選抜方法
を行っています。

・探究活動の成果を活用できる大学が増えており、毎年探究活動が評価されて、
国立大学や難関私立大学に合格した人もいます。

(２)短期大学入試
・基本的システムは、４年制大学入試と同じですが、短大の場合は一般選抜より

 推薦入試で定員の人数を多数確保している学校が多いです。４年制大学を併設
している学校は、学内併願可能も大半です。

(３)専門学校入試
・総合型選抜、学校推薦型選抜で入学生を確保している学校が大半ですが、一般

選抜もあります。総合型選抜、学校推薦型選抜の形態も学校によって様々です
ので、早い目に調べることが大切です。

・高校での学業成績優秀な生徒の特待生制度(入学金や授業料の免除)を採用して
いる学校も多くあります。

（就職）
(１ )民間企業

・３年１学期初めに就職登録を行います。
・夏休みに、校内選考会議が行われます。

成績、出欠状況、課外活動、人物などを総合的に判定します。特に欠席や遅刻
の多い人は、民間企業が望まないケースが多くあります。

・９月中旬より入社試験が行われます。
・民間企業は専願ですので、他の進路と掛け持ちをすることはできません。

(２)公務員
・３年１学期初めに公務員志望登録を行います。
・大きく分けて国家公務員と地方公務員の高卒者採用を受験できます。
・職種によっては３年６月に出願締め切りのところもあります。
・進学との併願は可能ですが、民間企業との併願は不可です。

調査書の重要性
まもなく中間考査です。１年次生の人は、高校で初めての定期考査になります。１年次

の中間考査からが調査書の資料になります。上級生はすでに知っていると思いますが、改
めて高校の調査書の持つ意味、重要性を理解してください。

①調査書は、大学・専門学校等受験の際、就職試験受験の際に必要です。
②指定校推薦校内選考、国公立大学推薦、就職の校内選考等の主資料になります。
③上記の推薦入試および就職試験に必要な調査書の期間は、１年１学期から３年１学期

末までです。
④調査書の記載内容は、学習成績、出欠状況、部活動・生徒会活動・特別活動状況、取

得資格、などです。学習成績は、５段階評価が記載されます。
⑤３年１学期までの調査書で推薦入試合格で進学する生徒に、卒業時の調査書提出を求

める大学があります。
⑥調査書は卒業後も必要になります。

・大学や専門学校に進学後の奨学金の申請の際
・大学や専門学校卒業時の就職試験の際（大学卒業時の就職試験で、高校時代の調査

書提出を求める企業も多くあります）
１年次１学期からの成績が調査書に入ります。１年次生は、大学受験や就職試験の第一

歩が、今回の中間考査という事実を忘れず、考査に全力投球してください。もちろん、学
習評価は定期考査だけではありません。実技・実習の点数、提出物や小テストの点数、授
業態度や欠席状況、など総合的な要素をもとにして評定がつきます。２年次生・３年生は
前年度までよりも成績が上がるように頑張りましょう。

現実として、調査書を最も意識するのは、３年生２学期の推薦入試や就職試験の時だと
思います。しかし上記で述べたように、多くの人は３年生学年末までの調査書が、卒業後
必要になってきます。毎年、皆さんの先輩の大学生が何名も、調査書を取りに来ます。奨
学金の申請、就職試験を受けるにあたって、高校の調査書の提出を求められたというもの
です。

自分の損得のために調査書は存在するものではありませんが、学習成績は高い方が、部
活動は３年間やりきった方が、欠席は少ない方が、それぞれ良いに決まっています。高校
生活を全力で頑張った証を、自分のためにもぜひ残してください。

『進路の手引き 』を活用しましょう
まもなく『進路の手引き』を配布します。隅々まで読んで、進路実現に役立ててくださ

い。特に「合格体験記」を熟読して、先輩のアドバイスを実践することで、希望進路実現
に繋がります。授業、定期テスト、提出物、小テスト、補習と普段の学校生活を大事にし
ている人が、夢を叶えていることに気付くはずです。誰でも、実践できますよ！


